ヴィトゥス・ベーリング記念 カムチャツカ国立大学

　語学留学生（ロシア語）　募集要領
【所属】　　　ヴィトゥス・ベーリング記念カムチャツカ国立大学

外国語学部東洋語研究室　留学生コース
【留学期間】　1年　（半年～1年半の受け入れ実績があります。ご相談に応じます。）
【募集人員】　若干名
【待遇】　　外国語学部留学生コースでロシア語を中心とした授業を受ける

　　　　　　女子学生は、寮もしくホームステイに滞在。男子学生はホームステイ。

　　　　　　　　（女子寮：ﾜﾝﾙｰﾑ。ﾊﾞｽ･ﾄｲﾚ･ｷｯﾁﾝ共用。大学から徒歩3分。）

【留学開始時期】　2008年4月1日　

（このほか2008年9月1日など、ご相談に応じます。）
【授業内容】　必須科目「ロシア語」　週9コマ前後（1コマ80分）。1クラス5～10人前後。　

　　　　　　　選択科目「英語」

このほか現地学生の受講する日本語、および日本語関連科目を自由に聴講できます。

韓国語、中国語の授業については相談に応じます。
【費用】　
　入学料　　　　　100ドル

　授業料　　　　　年間1,800ドル　（大学間交流協定にもとづく交換留学生は免除されます。）

女子寮費　　　　月額7,000ルーブル（約32,000円相当。食費は含まれません）

ホームステイ費　月額7,000ルーブル（食費込み）

【応募資格】 
　　必要資格　

(1) ロシア語の習得を目的とするひと。　　

　　望まれる資格　
　　　(1)　4年制大学に在籍中または卒業しているひと。ただし、大卒以外でもご相談に応じます。

　　　(2)　日本国籍を有しているひと。ビザ発給に問題がなければできるかぎりご相談に応じます。

　　ロシア語のレベル

　　　まったくの初歩からでも歓迎いたします。

【申し込み方法】　直接下記の連絡先、またはこの要項が置かれている各機関にご相談ください。 

【しめきり】　2007年12月31日(月)までに本学担当者までご連絡ください。

また、留学時期によっては随時受け付けております。

【選考結果】　決まりしだい、直接ご本人、またはこの要項が置かれている各機関に通知します。

1月ごろを予定しています。

【連絡先・お問い合わせ】　カムチャツカ国立大学外国語学部東洋語研究室
　　　　　　　　　　　　　日本人留学生募集担当　十川　宣治　　（早大ロシア文学専修修卒業）

　　　　　　　　　　　　　　でんわ　＋7 (41522) 9-36-37

　　　　　　　　　　

ヴィトゥス・ベーリング記念カムチャツカ国立大学外国語学部東洋語研究室 　　　2007年11月3日
入学希望者へのパンフレットの訳

ヴィトゥス・ベーリング記念カムチャツカ国立大学
所轄官庁：ロシア連邦文部省

所在地：ロシア連邦カムチャツカ州ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市パグラニーチナヤ通り４　　

電話（学長室受付）：４１５２２－２６８－４２

設置学部：歴史学部　人文学部　外国語学部　自然科学部　心理・教育学部　

学長あいさつ

　親愛なる友人たちへ！

　私どもの大学は、よき伝統もち、高い信頼を得ています。カムチャツカ国立大学に学びにいらしてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴィトゥス・ベーリング記念カムチャツカ国立大学学長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スショーヴァ　マリーナ　ヴェンヤミーノヴナ　

本学が専門家を養成する専攻分野

昼間部（対面授業）

	
	専攻分野
	技能資格認定

	歴史学部
	歴史
	教員（歴史）

	
	歴史（歴史・英語）
	教員（歴史・英語）

	人文学部
	ロシア語・文学
	教員（ロシア語・文学）

	
	ジャーナリズム
	ジャーナリスト

	心理・教育学部
	心理学
	心理学士

	
	生物学
	生物学士

	
	教育学・心理学（教育心理）

　　　　　　　（社会教育）
	教育心理学士

社会教育学士

	
	教育学・心理学（教育・心理・英語）
	教育心理学士　教員（英語）

	外国語学部
	外国語（英･独語）

　　　（英･仏語）

　　　（英･中国語）

　　　（英･日本語）

　　　（日本語・英語）

　　　（英･韓国語）　　
	教員（英語ならびに第2外国語）

	
	翻訳・翻訳学
	言語学士　通訳

	自然科学部
	応用数学・情報科学
	数学士　システムプログラマー

	
	数学（数学・情報科学）
	教員（数学・情報科学）　

	
	物理学（物理学・情報科学）
	教員（物理学・情報科学）

	
	地理学
	教員（地理）

	
	情報科学（情報科学・英語）
	教員（情報科学・英語）

	
	職業教育

（情報科学・計算機技術・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰﾃｸﾉﾛｼﾞｰ）
	職業教育学士




夜間部

	心理・教育学部
	教育学・心理学・生物学

（医学専門中等教育修了者向け）
	教育心理学士

生物学士

	
	言語障害矯正
	教員（言語障害矯正）


通信教育

	歴史学部
	歴史
	教員（歴史）

	人文学部
	ロシア語・文学
	教員（ロシア語・文学）

	
	ジャーナリズム（高等教育修了者向け　3年課程）
	ジャーナリスト

	心理・教育学部
	教育学・初等教育法

（教育学専門中等教育修了者向け　4年課程）
	小学校教員

	
	社会教育

（教育学専門中等教育修了者向け　4年課程）
	社会教育学士

	
	教育学・心理学
	教育心理学士

	
	教育学・心理学（高等教育修了者向け　3年課程）
	教育心理学士

	
	言語障害矯正（教育学もしくは医学専門高等教育

　　　　　　　　　　　　修了者向け　3年課程）
	教員（言語障害矯正）


	
	音楽教育

（音楽専門中等教育修了者向け　4年課程）
	教員（音楽）


　1958年、ロシア連邦政府の決定により、教育専門学校を前身に、カムチャツカ国立教育大学（単科大学）が創立されました。これはカムチャツカ州で最初に創立された高等教育機関でした。

　40数年のあいだに、本学は1万人以上の専門家を輩出してきました。カムチャツカ州のすみずみにいたるまで、本学の卒業生が働いています。功労教員、学校長、国家機関の代表など、卒業生のうちの少なからぬひとびとの名は、州内の全住民に知られています。

　2000年10月、ロシア連邦文部省の指示により、カムチャツカ国立教育大学は、単科大学から総合大学へと移行しました。2005年には、「カムチャツカ国立大学」に、2006年には「ヴィトゥス・ベーリング記念カムチャツカ国立大学」に改称しました。

　今日、本学は、研究、教育、文化活動などあらゆる面で実績を挙げ、名実ともにカムチャツカ州の最高学府となっています。

　本学は、国際教育科学アカデミーの団体会員です。また本学の主唱で、カムチャツカのすべての研究所が加盟する教育・科学センターが創設され、地域のアソシエーションとなっています。

　今日、本学には、20の職業教育の専攻があり、そこでは27の技能資格が取得できます。高等教育修了者のためには、大学院に11の専攻が設けられています。人文科学、文化・芸術、技術系、経済、教育学など、さまざまな系統の専門家が養成されています。

　現在、本学では約3000人の学部学生と大学院生が学んでいます。対面授業、通信教育、対面･通信教育（夜間部）が行われています。　

　中等教育を終え、大学受験を希望するひとのためには、夜間予備校「ウニベルシウム」があり、夏期集中講座を開催しています。

　教育課程には、定員134人の教員が携わっています。そのなかにはさまざまな分野の科学アカデミー準会員、博士、教授がいます。本学教員の55.3%が修士もしくは博士の学位をもっています。

　

入学許可は、ロシア連邦の高等教育機関入学許可規則にそっておこなわれます。

　　昼間部　願書受付け：6月25日～7月15日　入学試験：7月16日

　　夜間部　願書受付け：4月20日～5月31日　入学試験：6月1日

　　通信教育部　同上

（訳：十川　最新の状況を反映するため、一部、原典から修正してあります。）
カムチャツカとカムチャツカ国立大学についての資料

１．カムチャツカとは

[image: image1.wmf]　カムチャツカ州はロシア連邦の極東地域にあります。州の総人口は約46万人、そのうち約27万人が州都ペトロパヴロフスク・カムチャツキーに集中しています。総面積は日本よりひとまわり大きく、州都といくつか町や村のほかは、手つかずの自然が無限に広がる自然の宝庫です。火山、温泉、間欠泉の渓谷、ヒグマ、ツンドラなど、日本ではまだあまり知られていないものの、将来性のある観光資源が豊かです。じっさい、夏を中心に、日本、アメリカ、ヨーロッパなど、多くの外国人観光客がエコツーリズムに訪れています。　

　カムチャツカは地理的には大陸とつながっていますが、ロシア本土との発達した陸路がなく、ひとやモノの移動はもっぱら空と海にかぎられています。モスクワから遠く離れた極東に位置しているだけでなく、シベリアからも切り離されているため、ひとびとは自分たちの土地のことを「地の果て」と呼んでいます。そこには、孤島苦ということは確かにありますが、助けあいの精神、ひとなつっこいひとびと、ゆったりとした生活態度など、むしろ改革の進むロシア本土よりも色濃く、古き良きロシアの生活と文化が保たれています。また、ならずものの出入りも難しいため、本土と比べて治安は格段に安定しています。

　ソ連時代のカムチャツカは、国防上の理由から外国人の立ち入りが許されませんでした。ペレストロイカ以降、急速に外国からひとやモノがはいるようになり、とくに日本からは中古車の輸入がさかんです。現在州都ペトロパヴロフスク・カムチャツキーの道路を走る自動車の90パーセントは日本車です。また、州の基幹産業である漁業従事者は、大型の漁船で出漁し、日本や韓国に立ち寄る機会も多く、日本に尊敬やあこがれを感じているひともすくなくありません。このため、領土問題のある千島列島のすぐ近みにありながら、住民の対日意識はきわめてよく、おそらくロシアでもっとも対日意識が良好な土地だといえそうです。日本語熱も過熱気味といっていいほどで、日本語課への入学を志す若者、日本語の個人レッスンを依頼してくる大人たちは、あとをたちません。現在、州内に長期に在留している邦人は5人しかなく、留学生の人数も限られています。日本から留学生は、毎年、熱烈に歓迎されています。

２．ヴィトゥス・ベーリング記念カムチャツカ国立大学とは

　ヴィトゥス・ベーリング記念カムチャツカ国立大学は、外国語学部、文学部、歴史学部、物理・数学部、補助教育学部の計5学部を有する総合大学です。州都には、海軍とゆかりの深い技術系の総合大学がもうひとつあり、そこには男子が多く進学するのに対して、本学は文科系の学科に伝統があり、学生も圧倒的に女子学生が多い状況です。教育専門学校を全身に1958年に発足して以来、2000年に総合大学となってからも「教育大学」を名乗ってきましたが、2005年には「カムチャツカ国立大学」と改称しました。また2006年には、ベーリング海の探検で実績を残し、州都ペトロパヴロフスク市の創立者ともされる航海家ベーリングを顕彰して、「ヴィトゥス・ベーリング記念カムチャツカ国立大学」と改称しました。名実ともにカムチャツカの最高学府として多くの市民の尊敬を集めています。

　1999年、それまで第2外国語学講座に所属していた中国語、韓国語、日本語の教官8人が独立し、東洋語講座を組織しました。中・韓・日の3カ国語のセクションのなかで、現在もっとも充実しているコースが日本語セクションです。現在、本学で日本語を学ぶ学生は150人程度です。当初、日本語は外国語教員養成課程の第2外国語としてのみ扱われていましたが、その後、日本語を第1外国語とするコースが作られ、数年まえからは通訳養成課程の学生も日本語を学んでいます。現在では、カムチャツカ州内で日本語教育を行っている機関のうち、本学がもっとも充実した教育プログラムを整備するにいたっています。ロシア極東地域や全CIS諸国規模の日本語弁論大会においても、本学代表は年毎に高い評価を得ています。ロシア国内ではモスクワ大学、サンクトペテルブルク大学、ウラジオストックの国立極東大学が日本語教育のメッカとして有名ですが、本学の実力はこのトップグループにつぐものとして、関係者の注目を集めはじめています。
　本学の学生にとって、日本はもっとも身近な先進国です。世界の果て・極東にありながら成功した国、という親近感もあるようです。日本という国にあこがれと親しみを抱いて、多くの学生が大変な熱意とともに日本語を学んでいます。志も実力も備えた学生が多く、交換留学や私費留学で日本に渡る学生の数も増加しています。

３．本学の留学生向けロシア語教育

　日本との交換留学がさかんになるにつれ、本学は、日本から来る留学生に対するロシア語教育の充実に力を注いできました。

　現行のシステムでは、日本からの留学生は、外国語学部の留学生コースで、ロシア語を中心とする授業を受けていただくことになっています。教員は女性が多く、若くして「教授」資格を得た者など特に優秀な人材を集めました。授業はもっぱらロシア語で行われるものの、熱心でていねいな指導により、判りやすいと好評です。必須科目のロシア語は、週10コマ（1コマ80分）になることもあり、充実しています。レベルによってクラス分けされることもあります。クラス編成は年度における留学生の総数によって変化しますが、5人～10人前後です。

ご希望により英語も選択していただけます。

本学は、日本からの留学生に対し、できるだけ、ロシアの学生とまざって日本語の授業に参加するようお願いしております。実際、日本からの留学生は、同じ学部で学ぶ日本語履修生と友だちになることが多く、生きたロシア語に触れ、ロシア語に慣れる機会には、ひじょうに恵まれています。

ひとなつっこく、日本に熱いまなざしを注ぐ本学の学生たちの友情は、毎年、日本からの留学生のこころに深い印象を残しております。

生活面では、本学東洋語研究室日本語セクションが責任をもってお世話いたしております。本年度から女子寮が開設され、ホームステイか寮生活か、どちらかを選択できるようになりました。

みなさんがこのカムチャツカで、すばらしい出会いを得、青春の新しい一歩を印されることを希望しています。

カムチャツカは、みなさんの小さな勇気を待っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責・十川宣治）
【関連ホームページ】

ヴィトゥス・ベーリング記念カムチャツカ国立大学　http://www.kamgpu.ru/
東洋語学科　http://www.kamgpu.ru/eastlang/
ロシア語学科　http://www.kamgpu.ru/russianlang/info
在ウラジオストク日本国総領事館管轄区域生活案内（カムチャツカ州）

http://www.vladivostok.ru.emb-japan.go.jp/jap/japan-info/4-kamtyatka.html
カムチャツカでの経験
齋藤初夏
　私は２００６年９月から約１０ヶ月カムチャツカに留学し、大学でロシア語を学んだ。そこで、語学習得が中心の生活だったが、それは当然でありどこの国、地域でもできることだ。しかし私は２００６年にカムチャツカでしかできない、また私にしかできない経験をすることができた。
　言葉が通じない国、生活も食べ物も違う国で１年間生活してみたいという思いから、数年かかって留学を決意した。高校生のときから留学を希望していたが、実際行こうとするとなかなか決心がつかなかった。簡単に色々な経験のためという理由で留学を希望する学生、留学を勧める人がいる。しかし、言葉が通じないなど日本にいたら考えられないことであり、そう簡単には行けるものではないと思う。私は幸い、周りに留学経験者が多く、色々な話を聞くことができた、励みになってくれた人がたくさんいたのでしっかりと構えて自分は本当に留学したいのか、留学したら何をしたのか考えることができた。
理由は、交換留学というチャンスがあったこと、海外ボランティアをしたかったため自分はどこまでできるのかをもっと知りたかったこと、これから長い人生視野を広くすることは大切だし自分を成長させたいという気持ちを強くもっていたことが挙げられる。
日本人のロシアに対するイメージといえば、恐い、危ないが大体のイメージである。私もそういうイメージをもっていたが、それ以上ロシアのことを知るきっかけも情報もなかったため、さほど気にはならなかった。
　留学が決まってからは、一年も日本を離れるという初体験への不安はもちろんあったが、それ以上にロシアでの生活への期待があった。語学の勉強といえば、これから行くというのにも関わらず、あまりはかどらなかった。どちらかというと行ってあるものをあるがままに感じたいと思っていた。
　いよいよロシアへの出発。海外には一ヶ月いたことはあるがロシアはもちろん初めてだし、色々話はきいたが、生活は想像できなかった。私は日本で、ヒッポという多言語を自然習得しようという団体で週一回活動していたので、ロシア語の勉強はあまりしなかったものの毎日ただただ聴いていた。そのヒッポで自分のロシア語を聞いてくれる人、教えてくれる人、ロシアへのホームステイの経験を話してくれる人がいたたことは、私にとってとても大きかったのではないかと感じている。そのお陰もあり初日からどんどんロシア語が耳に入ってきた。最初はもちろん聞いたことがある単語が聞こえるだけだったが、それが私には自信になりどんどん聞こえるようになり分かるようになっていった。言葉は、分かるか分からないかではなく、なんとなく分かると考えるか、全く分からないと考えるかで随分変わってくるものなのだろうと感じた。
　カムチャツカは小さな町なので、日本人は少なく、またロシア人の日本人に対するイメージはとてもよく歓迎された。カムチャツカ大学ではロシア語の授業が組まれているだけで他の教科の授業はない。毎日一コマか二コマの授業をロシア人の先生がしてくださる。また文学という授業で週一回童話を読んだり、内容理解したりする授業がある。もちろん授業はロシア語だけだ。受ける前は普通の会話でさえ困難なのにロシア語の文法をロシア語で説明されても分かるはずがないと思っていた。しかし不思議なことに何度も授業を受けるうちに先生の言っていることが自然と分かるようになってきたのだ。また、色々な先生がいるが、例えば分からない単語があって辞書で調べようとすると止められ、まずその単語の意味を説明してくれる先生がいた。ただでさえ分からない単語なのにそれをロシア語で説明されても分かるはずがないと思っていても、聞いてみると例を付け加えたり、ジェスチャーを使ったりしながら丁寧な説明をしてくれるため、分かってしまう。これは本当に不思議だがそこにロシア語学習の面白さを感じた。
　私はロシア人夫婦の家にホームステイすることになっていた。とてもいいホームステイ先だと聞いていたが、外国でのホームステイなど、気ばかり使ってしまいそうだし、生活もだいぶ違うだろうからちゃんとやっていけるか心配だった。しかし、その家は何度も日本人の留学生を受け入れていて、慣れているということもあり色々気遣ってくれ、何の問題もなく生活することができた。ママは勉強をよく教えてくれ、パパにはいつも気遣ってもらい、家族のように接してくれた。
　カムチャツカ大学には東洋語学科があり、日本語に興味をもち勉強している学生が多くいた。学校ではロシア語の授業しかないため、空いた時間に日本語の授業にいき友達づくりから始めた。もちろん最初は緊張したし、自己紹介もままならなかった。しかし、そんな私をロシア人の学生は温かく迎えてくれた。すぐダーチャというそれぞれの家族が夏に過ごす別荘に誘ってくれたり、プールに誘ってくれたりした。
　そこで感じたのは、分からなくても話そうという姿勢を見せることだった。どんなに変なロシア語になってもちゃんと聞いてくれたし、私の場合友達がいうことをすぐ真似して覚えたので、辞書にはないスラングをたくさん教えてもらった。そういうのを覚えたときは授業で何かの単語を覚えるより何倍も嬉しかったし楽しさを感じた。
　ある一定の期間を過ぎると、私は話す内容を気にするようになった。やはりロシア人の友達のように話したかったから、楽しい話をしようとすればするほど考えてしまい、あまり話せなくなってしまった。その時気づいたのが私はロシア人ではないし、私にできる会話をすればいいのだということだった。何も気にせず話そうと決めてからは、どんどんと話ができるようになっていった。
　私が留学した年は留学生が多く、中国からの留学生、韓国からの留学生がいた。中国からの留学生は働いているため、あまり深く関わることはできなかったが、韓国の留学生とは国民性が似ているため、すぐ友達になった。最初は英語で会話し、ロシア語が大体分かるようになってからはロシア語で会話するようになった。今考えると私の英語の能力など中学校レベルだったが、意思疎通はできていたし相談もできるような本当の友達になっていた。もちろん衝突もかなりあった。お互い母国語ではないため、少しの言葉で勘違いしてしまったり、誤解を招くようなちょっとした発言をしてしまったり、たびたび衝突していた。しかし今考えればそれだけその友達と真剣に向き合えていたのだと思う。日本じゃなかなかできない友達だから本当に大切にしている友達だし、ずっと付き合っていきたいと思っている。
　結局国は違って、考え方や価値観が違うことはあるがみんな同じ人間なのだということを感じることができた。言葉はコミュニケーションをとる上でかなり重要だが、やはり最終的にはその人がどういう人間なのかが大切である。そのようなことは日本でも分かりそうなことだが、やはりそういう環境になってみないとなかなか気づくことができないこともある。相手のことを考え、理解する。そんな当たり前のようなことを実は日本でできていなかったのだ。小学校から言い聞かせられていることなのに、本当の意味を今まで気づいていなかった自分を振り返り、相手を理解するということはそう簡単なものじゃないし、単純なことじゃないということを感じた。
私にとって留学とは他の国の文化を知ったり、違う価値観を感じたり、どんどん視野、世界を広げていくことである。世界中の人々が色々な国に行って、もっと他国の生活を見ることができたらその国の見方は変わるだろうし、その国の人と接することができたら戦争など起こらないと思う。結局みんな同じ人間なのだ。
日本に帰ってきてよくロシアはどうだったか訊かれるが、本当に自分が感じたこと、思ったことを伝えることは時間もかかるし、伝えることも難しいためなかなか話すチャンスがないことは残念なことである。しかし、カムチャツカで一年間留学できたのはやはり周りの人のお陰であるから、今私がすることはしっかりと日本の人にカムチャツカのこと、ロシア人のこと、ロシアの生活のことを私なりに伝えることだと思う。
カムチャツカは他の都市とは町の様子、生活はかなり違うところがあると思う。町が古いぶんロシアらしさが残っているところだとも思う。勉強する場所がどんな環境なのかではなく、その地域で自分なりにどう生活し、何を学び取るかであると私は考える。
　カムチャツカは多くの自然が残されており、また温泉も多く有名である。またロシアらしさが残る素敵な町である。私がカムチャツカで感じたこと経験したことは全て素敵な宝物であり、財産である。これからカムチャツカで勉強する多くの日本人学生を応援したいと思う。
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